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１ センター試験「物理基礎」
（１）　総括
大問数・解答マーク数は昨年度と変化はなく，出題形式
ではグラフ選択の問題がなくなり，一部組合せ問題に部
分点が与えられた。
平均点（本試）：29.69点（59.38％）
　第１問が小問集合，第２問が波と電気分野，第３問が
力学分野からの出題でこの３年間のセンター試験の大問
構成と同じ。出題内容としては教科書に準拠し，エネル
ギーに関する基本的な知識や法則・公式を問う「易」，
および「標準」レベルの問題を中心として出題された。
この形式での出題は定着したようである。今年度の平均
点は29.69点であり，得点率は59.38％であった。難易度
としては昨年度の平均点より約4.5点下がっており，や
や難化した。今回，第２問のBの電気分野の組合せ問題
に部分点を与えるという措置がなかったら，平均点は
もっと低くなっていただろう。この措置により，大学入
試センターの想定していた平均点30点（60％）とほぼ同
じになっている。次年度以降も平均点としては，30～35
点（60～70％）に落ち着く難易度で問題は作成されるだ
ろう。今年度の本試験において特に目立った特徴を以下
に挙げておく。
① 　昨年度２問出題されたグラフ選択問題の代わりに，
グラフの読み取りで得た値を用いる計算問題が出題さ
れた。

② 　基本単位に関する組合せ問題で，部分点措置が取ら
れた。また，一部の教科書では本文に記載されていな
い（啓林館では本文記載『物理基礎 改訂版』p.189，
『考える物理基礎』p.144）「電流がつくる磁界の向き」
が出題された。しかし，中学校の理科で学習した右ね
じの法則の知識と，磁界の向きが方位磁針の向きであ
るという理解があれば，正解できる内容であった。

③ 　数値計算・文字計算の問題が増え，１つの公式だけ
を使う問題が減った。さらに，受験生にとっては不慣
れな基本単位の問題や回路の短絡に関する問題が出題
された。このことを踏まえて，受験対策としては教科

書の全範囲をまんべんなく学習しておく必要がある。
以下，今年度のセンター試験の本試験「物理基礎」を
分析する。

（２）　設問別分析
第１問　小問集合（配点20点）
さまざまな分野からの小問集合。基本的な知識・理解を
問う問題で，計算を要する問題は１題であった。理解が
浅いと解けないものも出題されるので，公式だけでな
く，図やグラフなども合わせた学習が必要。
問�１：発電に関する語句の組合せ問題。昨年度も出題さ
れている（啓林館『物理基礎 改訂版』p.208，『考え
る物理基礎』p.158）。
問�２：与えられたグラフからばね定数を求め，弾性エネ
ルギーを求める問題。２つのステップを踏み，数値計
算をする必要がある（出題例１）。

　 　グラフよりばね定数を求めたのち，ばねの弾性エネ
ルギーの公式を使う。正解は②であり，上位層と下位
層とで正答率に差がついている。
問�３：一部の教科書で本文記載されていない，電流がつ
くる磁界の向きを図で選択させる問題。啓林館『物理
基礎 改訂版』p.189，『考える物理基礎』p.144で電流

出題例１
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がつくる磁界の向きが右ねじの法則に従うことを学習
していれば，容易に正解が得られる。方位磁針のN極
が磁力線の向きを向くことがポイント。

問�４：定常波の問題。位置Oの媒質の動きを考え，４分
の３周期後の波形を描いて，変位を求める。

問�５：水の状態変化についての語句の組合せ問題で，ア
は潜熱についての知識，イはグラフの傾きから固体と
液体の比熱の大小を読み取れるかを問うている。水の
比熱が氷の比熱より大きいという知識があれば容易。
今回も熱分野は大問としての出題はなかったことか
ら，次年度からも熱分野の出題は小問集合として出題
されるだろう。

第２問　様々な物理現象とエネルギーの利用（配点15
点）
Aの弦の振動とうなりは教科書にある典型問題である
が，Bの電気抵抗は単位の正確な知識とやや思考力を要
する内容。
A　弦の振動とうなり

問�１：波の速さと２倍振動に関する数値計算の組合せ問
題。図を描いて考えることが必要。

問�２：うなりに関する数値計算問題。うなりは単位時間
あたりの回数であることに注意。２つの音の振動数が
同じになるとうなりが消えるが，文章を読み違えない
ように注意深く読むことが大切である。

B　ジュール熱と電気回路

問３：ジュール熱と単位の組合せ問題（出題例２）。

　 　ジュール熱の式と単位を問う組合せ問題で，正解は

⑥であるが，ジュール（記号J）を基本単位で表すの
は戸惑った受験生が多かったであろう。ジュール熱の
公式についての正答率は高いが，単位を間違った答案
が目立った。そのため部分点の措置によりジュール熱
のみ正解でも２点得られたのは大きい。
問�４：電気回路の数値計算の組合せ問題。短絡（ショー
ト）されている部分がある回路は，不慣れな受験生も
いたであろう。公式は単位も含めて正確に理解しよう。

第３問　物体の運動とエネルギー（配点15点）
A　力のつり合いと力学的エネルギー保存の法則

問�１：力のつり合いに関する問題。正答率は高いと予想
したが，意外にも苦戦した受験生が多い（出題例３）。

　 　正解は③であるが，①や⑥の誤答が目立った。いろ
いろな解法があるが，ここでは，斜面に平行な方向の
力のつり合いの式を立てれば容易に求めることができ
る。
問�２：運動方程式により加速度を求め，等加速度直線運
動の公式を用いて解くこともできるが，ここでは，P，
Q間で力学的エネルギーが保存されることに着目して
解くほうが容易である。
B　なめらかな水平面での２物体の運動方程式と運動エ

ネルギー

問�３：物体AとBそれぞれの運動方程式を連立して張力
を求める典型問題（啓林館『物理基礎 改訂版』p.59，
『考える物理基礎』p.49）。
問�４：物体A，Bの速さが等しいことと，運動エネル
ギーを表す式を知っていれば容易に正解が得られる。

出題例２

出題例３
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　 　力学は出題割合が高いので，内容をしっかりと理解
し，教科書で典型問題を確実に解けるようにしておく
必要がある。

（３）　学習対策
　センター試験「物理基礎」の問題では，基本的には日
常生活に関連するエネルギーを題材として全問題が小問
集合的に出題されている。大学入試センターの出題意図
としては，１つの分野を深く学習するというより，生活
の中の身近な物理現象を幅広く理解できる力を要求して
いるように思える。受験層が文系生主体となることを考
慮すると，次年度以降もセンター試験「物理基礎」の平
均点は60～70％と予想される。対策としては，やはり教
科書の基本事項および法則・公式を幅広く正確に理解さ
せておけばよいだろう。その際，単に公式を丸暗記させ
るのではなく，その式の意味を考え，グラフを利用し，
変化する物理量と変化しない物理量をしっかり見抜く練
習をさせておくことも必要である。さらに，日常生活に
おけるエネルギーに関心を持ち，そのエネルギーを教科
書で確認する習慣を身につけておくとよいだろう。ま
た，問題演習としては教科書の「例題」，「類題」，「問」，
「章末問題」と教科書傍用問題集（啓林館『センサー物
理基礎』）の演習で十分だが，センター試験では同じ内
容が繰り返し出題されることがあるので，過去のセン
ター試験「物理Ⅰ」の「物理基礎」範囲の問題を演習さ
せておくとよいだろう。また，教科書の「参考」，「実験」，
「やってみよう」，「探究活動」，「Q&A」などにも目を
通しておきたい。次年度に出題される可能性が高い分野
としては，今年度出題されなかった原子分野と波動分野
の気柱の共鳴などが予想される。しっかり対策をとって
おきたい。

２ センター試験「物理」
（１）　総括
選択問題が波動分野と原子分野に変更された。素直な典
型的な問題が中心であった。
平均点（本試）：62.88点
　マーク数は昨年度より２個増えたが，大問数や選択問
題の配置は昨年度と同じ形式をとっている。出題分野の
配置が一部変更され，第３問のBが熱分野に変更され，
熱分野が必答問題となった。第５問が熱分野から波動分
野に変更され，選択問題が波動分野と原子分野に変更さ
れた。また，小問集合の配点が25点に変更された。大問

構成は，第１問［必答問題］小問集合，第２問［必答問
題］電磁気（A，Bの２テーマ），第３問［必答問題］（A
波動，B熱），第４問［必答問題］力学（A，Bの２テーマ）
第５問［選択問題］波動，第６問［選択問題］原子の形
をとっている。今年度の特徴としては，素直な典型問題
が多かった。一部に，誘導が少なく自分で手順を組み立
てる必要がある問題もあったが，ほとんどは素直で解答
しやすい問題であった。複数解答の組合せ問題におい
て，正解以外の選択肢に部分点は設けられなかった。こ
こ数年，組合せ問題の部分点の設定の有無は，毎年変更
されている。また，マーク数は23であり，昨年度より２
つ増加した。組合せ問題の数が，第５問を選択したとき
９問から５問に，第６問を選択したとき11問から５問に
減少した。実質的な分量は昨年度と同等である。今年度
の平均点は62.88点であり，昨年度の平均点61.70点とほ
ぼ同じである。

（２）　設問別分析
第１問　小問集合（配点25点）
「物理基礎」と「物理」の教科書から幅広く基本法則を
用いる問題が中心。
問�１：運動量保存の法則の問題。２球の正面衝突後の速
度を求める問題で運動量保存の法則よりすぐに求まる。

問�２：軽い棒にはたらくひもの張力の大きさを求める問
題。力のモーメントのつり合いより求める典型的な問
題である。
問�３：絶対値が等しく符号が逆の電気量をもった２つの
点電荷のまわりの電気力線の様子を表す図を選択する
問題。計算によって図を選択することは難しいため，
初見では正答しにくく，教科書に記載されている電気
力線や等電位線の様子を正しく覚えている必要がある
（啓林館『物理 改訂版』p.221，『総合物理２』p.17）。
問�４：凸レンズの焦点の外側に物体を置いたときの像の
種類（正立or倒立）を選択する基本問題と，物体をレ
ンズから遠ざけるときの像の位置の変化を問う組合せ
問題。レンズの公式（写像公式）よりレンズから像ま
での距離の変化を求める（啓林館『物理 改訂版』
p.184，『総合物理１』p.316）。
問�５：気温差による音波の屈折に関する問題で，冬の夜
間に地表付近の気温が低くなるときの音速の変化と，
それに伴い音が遠くの地表に届きやすくなるか届きに
くくなるかを選択する組合せ問題である。気温と音速
の関係より音速の変化を求めても，初見で音波が屈折
によりどのように進むかを考えるのは至難の業であろ
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う。教科書（啓林館『物理 改訂版』p.159，『総合物
理１』p.279）に記載されている音の屈折をきちんと
押さえていれば，すぐに正答を選ぶことができる。セ
ンター試験では，教科書をじっくり読んでおく必要が
ある。センター試験らしい，教科書に記載されてはい
るが，二次・私大入試ではほとんど問われることがな
い設問である（出題例４）。

　 　正解は⑤である。意外に正答率が低く，苦手な受験
生が多い。

第２問　電磁気（配点20点）
A　コンデンサー：昨年度は極板間に誘電体を挿入した
ときの電界と静電エネルギーに関する問題であったが，
今年度は極板間に金属板を挿入したときの電位と静電エ
ネルギーの問題となっている。２年連続の出題である。
問�１：　　　はコンデンサーの極板間に金属板を挿入し
ていない場合の電位のグラフを，　　　は極板間の一
部に金属板を挿入した場合の電位のグラフを選択する
問題。　　　は基本問題であり，よくできていたが，
　　　は極板間の電位差が変化するものを選ぶ誤答が
目立った。また，この設問は現役生と卒業生との得点
差が大きかった（出題例５）。

　 　正解は　　　が①，　　　が③である。　　　で現
役生と卒業生との得点差が大きかった。
問�２：問１の２つのコンデンサーの静電エネルギーの比
を求める問題。計算は単純であるが問１　　　のミス
が連動する。
B　電磁誘導とダイオード：ファラデーの電磁誘導の法
則に関する問題。
問�３：３つの時間帯において誘導電流が流れるか流れな
いかを選択する組合せ問題。磁束密度のグラフから誘
導起電力の有無を考える基本問題である。
問�４：コイルとダイオードを直列接続し，抵抗器に電流
が流れるときのコイルの両端の電圧の大きさを求める
問題。電圧がダイオードの順方向のときに抵抗器に電

出題例４

　１　

　２　

　１　

　２　

出題例５

　１　 　２　 　２　

　２　
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流が流れ，このときにファラデーの電磁誘導の法則を
用いて誘導起電力を計算して求める。グラフをもとに
ダイオードの性質を考え，誘導起電力の向きを決める
必要がある。

第３問　波動・熱（配点20点）
A　くさび形空気層による光の干渉：教科書（啓林館
『物理 改訂版』p.202，『総合物理１』p.334）にある光
の干渉の典型問題。
問�１：くさび形空気層の反射光を観察したとき，隣り合
う明線の間隔を求める問題。明線のできる条件等を問
うことなくいきなり明線の間隔を問うているためやや
解きにくいが，隣り合う明線の位置での空気層の厚さ
の差が半波長になることに気づくと解きやすい。

問�２：反射光が明線であるときに透過光は明線であるか
暗線であるかを選択する問題と，すきまに液体を満た
したときの明線の間隔を求める問題の組合せ問題。透
過光は，反射光より位相がπずれる反射が１回多いた
め反射光と明暗が逆転する。また，液体を満たしたと
きの明線の間隔は，波長に比例するため，波長同様にn
分の１倍になる。正答率は５割を切っている。明線の
間隔に ndを選択した誤答が目立った。
B　気体の状態変化：圧力－体積の図から内部エネル
ギー，温度，放熱量を求める典型問題で，基本公式を押
さえておけば平易である（啓林館『センサー総合物理 
新訂版』p.111例題42）。
問�３：単原子分子の理想気体の内部エネルギーを求める
基本問題。

問�４：ボイル･シャルルの法則か理想気体の状態方程式
より温度を求める基本問題。

問�５：定圧圧縮において放出する熱量を求める問題。定
圧モル比熱を用いて求めることができるが，意外にで
きていない。この設問も現役生と卒業生の得点差がや
や大きかった。

第４問　力学（配点20点）
A　円錐面上の小物体の運動：物体の加速度を正確に理
解しておくことが必要な問題。
問�１：ややわかりにくい運動に見えるが，単になめらか
な斜面上の等加速度運動の問題。物理基礎の範囲。

問�２：なめらかな円錐面上を水平方向に等速円運動する
ときの半径を求める問題。角度θの設定がよく見る斜
面の傾斜角θと逆になっていることと，斜面に垂直方
向ではなく，向心加速度が生じない鉛直方向に力がつ

り合っていることに気づけるかがポイントである（出
題例６）。

　 　正解は⑦である。力を図示して円運動の運動方程式
を立てる典型的な等速円運動の問題であったが，今回
のセンター試験ではいちばん正答率が低かった。
問�３：円錐面に沿って運動した後の速さを求める問題。
運動の見た目は三次元的でわかりにくいが，単に力学
的エネルギー保存の法則を用いる問題であることに気
づけば，点Aと点Bの高低差から求めることができる。
B　エレベーター内の物体にはたらく力：慣性力を考え
た物体にはたらく力のつり合いを用いる問題。
問�４：糸につながれて滑車にかけられた２物体の運動

出題例６
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（アトウッドの器械）の基本問題。２物体の運動方程
式を連立して張力の大きさを求める。上位層と下位層
では差がついた。

問�５：等加速度運動するエレベーターの中で物体が静止
しているときの，ばねの自然の長さからの伸びを求め
る問題。慣性力を用いて，力のつり合いよりすぐに求
めることができる。

第５問　（選択問題）波動（配点15点）
ドップラー効果：公式で解ける典型問題。
問１：観測者が音源に近づくときの観測者に聞こえる音
の振動数の変化と波長を求める組合せ問題。基本的な
内容であるが，波長を公式で求めることで，ミスをし
た受験生が多かった。

問２：音源が近づくときの波長を求める問題。
問３：反射板が音源に近づくときの速さを振動数から求
める問題。ドップラー効果の公式を用いて反射板に届
いた音の振動数を計算し，再度ドップラー効果の公式
を用いて観測者に届く音の振動数を表す。ここから反
射板の速さを求める。

第６問　（選択問題）原子（配点15点）
放射線と原子核反応

問１：放射線に関する文章の正誤問題。放射線量に関す
る単位のシーベルトは聞き慣れない受験生もいたかも
しれないが，他の選択肢を消去して正解を選ぶことが
できる。問１の問題のシーベルトを見て，原子分野の
選択を諦めた受験生も多くいたであろう。

問２：結合エネルギーを求める問題。答えは，結合エネ
ルギーの定義そのものであるが，原子番号や質量数を
用いて陽子数や中性子数を正しく表す必要がある。

問３：核反応の問題とそれに伴ってエネルギーが放出さ
れるか吸収されるかを選択する組合せ問題。核反応で
は質量数の和が保存されることと，原子番号の和が保
存されることを用いて，原子核反応後の原子核を決定
する。核反応に伴ってエネルギーが放出されるか吸収
されるかは，具体的な結合エネルギーから放出される
エネルギーを計算することも可能であるが，太陽から
エネルギーが放出されるという常識的な判断からも選
ぶことができる。

（３）　学習対策
　理系生にとっては，高校物理のすべてを含む「物理」
は，国公立二次・私大入試向けの学習がセンター試験対

策とも言える。ただし，センター試験では応用性の高い
難問は出題されない。単純な設定であるが，物理現象を
分析・把握する能力や，基本的な物理法則の理解の深さ
を問う問題が多く出題される。今後も，分野に関係なく，
教科書全体からまんべんなく出題する方針が維持され，
基本重視の類型的な問題になると予想される。この傾向
に対処するには，基本法則の確認を中心とした学習が必
要である。この「学習」とは，授業や問題演習で扱われ
ている現象と基本法則がどのようにかかわっているのか
を常に考えながら進めることである。公式や法則を正確
に覚えることはもちろん大切であるが，受験生の中には
「公式を覚えておけば十分」とか「解けるようになった
らそれでおしまい」と考える生徒も多くいる。その点も
指導の際には十分注意したいところである。主な対策と
しては，教科書をよく読むことで，公式や法則を説明す
る典型的な現象や事例を整理させておくことである。教
科書に記載されている「参考」，「やってみよう」，「発
展」，「Q&A」なども見ておく必要がある。一方，いろ
いろな分野の問題を60分で処理するためには，問題の状
況に応じてすばやく頭を切り替える必要があり，そのた
めに問題演習が重要であることは言うまでもない。少な
くとも教科書の「例題」，「類題」，「問」，「章末問題」は
全部解いておくことが必要である。さらに，できるだけ
最新の実戦形式の問題集を，１冊は仕上げておきたい。
問題演習においては，易しい問題からやや難しい問題ま
で，幅広いレベルの問題を解くことが大切である。「基
本」＝「易しい問題」と勘違いしている受験生が多いが，
それは間違っている。やや難しい問題も，解くことに
よって基本法則の理解を深めたり，基本の大切さに気づ
かされたりする場合が多い。センター試験本番では問題
文・与えられた図・解答群をよく読んでから解答を選択
することが重要であるため，日頃の学習においてそのこ
とを意識させておくことが重要である。直前期にはセン
ター試験特有の形式に慣れる必要があるため，センター
試験の過去問やマーク模試の問題による演習が不可欠で
ある。原子分野は，新課程のセンター試験になって３年
とも，選択問題の一方として出題されている。次年度以
降も選択問題として出題されると予想される。ただ，必
答問題である小問集合の中の１設問としても問われる可
能性がある。この場合は，知識を問う程度の内容になる
可能性が高く，受験生には確実に得点させたい。2015年
度以降の【物理】に変わってから，旧課程の【物理Ⅰ】
と比較してセンター試験の出題範囲はおよそ倍増した。
国公立二次・私大入試と同じ出題範囲になったため，全
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範囲の学習を仕上げる時期が旧課程のときよりおよそ
１ヶ月早くなった。センター試験までに，原子分野を含
む高校物理すべての学習が終了するような授業計画を立
てていくことが大切だ。

３ 一般入試（国公立二次・私大入試）
（１）　全体の分析
　新課程入試３年目となる今年度の入試において，新課
程入試特有の分野が本格的に出題されるのではと予想し
ていたが，国公立大および私大の出題分野の割合には，
昨年度と比べてほとんど変化が見られなかった。その理
由として，昨年度同様に旧課程履修者に対する配慮や高
校での履修進度を考慮したことが挙げられるであろう。
新課程の分野として出題が増えると考えられていた熱分
野の「ポアソンの法則」，波動分野の「波の式」・「凸面
鏡と凹面鏡」，電磁気分野の「交流回路のインピーダン
ス」および原子分野の出題の割合を見てみると，原子分
野からの出題が昨年度より若干増加はしている。波動分
野の「波の式」の出題は昨年度に増加したが，今年度も
昨年度程度に出題されている。また，「凸面鏡と凹面鏡」
の問題は今年度もほとんど見られない。各大学の入試問
題の多くが３～４題構成となっており，例年通り重要分
野である力学と電磁気の出題割合はそれぞれ30％前後で
あり，各大学で必ず１題が出題されていることになる。熱
分野と波動分野の出題の割合はそれぞれ15％程度，原子
分野は約10％程度で，これはかつて原子分野が出題され
ていた1997～2005年度の割合とほぼ同じである。次年度
からも，原子分野は今年度と同じ割合で出題されるだろ
う。私立大学において以前は熱分野より波動分野のほう
が出題割合が高かったが，新課程になってからは，波動分
野と熱分野の出題割合が同じ程度になっている。それは，
新課程になり，教科書での熱分野の学習が力学の次に
なっていることから，受験生の熱分野の学習不足が解消
されたと判断されたからであろう。難関大学の難易度と
して，私立大学では，慶應義塾大学は理工学部，医学部
ともにやや易化，早稲田大学も理工学部，教育学部とも
に易化している。国立大学に関しては，東京大学は昨年
度と同程度ではあるがやや易化，京都大学や名古屋大学
は昨年度の難しさと比較すればやや易化，大阪大学は昨
年度やや難化していたが，今年度は一昨年度までの難易
度に戻った。北海道大学と東北大学はともに難化。九州
大学は昨年度と同程度であり，広島大学と岡山大学はや
や難化した。公立大では，横浜市立大学は易化し，大阪

市立大学は昨年度難化したが，今年度も昨年度と同程度
である。今年度の入試では，思考力を要する問題も一部
見られ，原子分野の出題が昨年度よりやや増加している。
　今年度の特徴的な入試問題を見てみよう。

（２）　特徴的な入試問題（分野別分析）
［力学分野］
　特に人気が高かった出題テーマはなく，力学全範囲か
らの出題となっている。例年通り放物運動，固定面との
衝突，単振動，物体系の運動などが出題されており，万
有引力（慶應義塾大学等）は例年より出題頻度が高い。
出題例７の東京大学の問題は，摩擦力に関する問題であ
り，動摩擦力の大きさが面の面積により変化するという
新傾向になっている。積木を題材とした静止摩擦力に関
する問題は，計算というより，思考力が必要な内容と
なっている。
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［熱分野］
　今年度も東京大学などさまざまな大学で気体の状態変
化に関する問題が出題された。出題例８の同志社大学の
問題は，液体の水圧を考慮し，与えられたポアソンの式
pV

５
３＝一定 を利用する問題となっている。

［波動分野］
　反射・屈折，干渉，ドップラー効果など例年通りの出
題が見られる。名古屋大学で出題された，動く音源から
伝わる球面波の波面についての問題は，音源の速さが音
速より速い場合がやや難しい内容となっている。また，
早稲田大学の基幹・創造・先進理工学部で出題された，
プリズムにおける屈折と多重スリットによる干渉の問題
は，近似計算が必要であり，やや難となっている。また，
結果がレンズの公式と一致することから，レンズの公式
も正確に理解しておくことが必要である。出題例９の東
北大学の問題は閉管と開管に生じる定常波を中心に据え
た波動の総合問題であり，新課程で復活した正弦波の式
も併せて出題されている。

出題例７
東京大学

出題例８

同志社大学     

出題例９ 

東北大学
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［電磁気分野］
　コンデンサー，電磁誘導の問題が多く出題されてい
る。新課程になり交流回路のインピーダンスに関する問
題（出題例10‒広島大学）も出題され始めている。また，
九州大学で出題された変化する磁界中での荷電粒子の運
動による円電流が中心につくる磁界についての問題（出
題例11）は，反磁性に関する内容となっており，やや
難問となっている。また，出題例12の岡山大学の，コ
ンデンサー内に楕円の断面をもつ柱上の物体を挿入した
後の内部の電界を電気力線で描かせる問題は，慣れてい
ない受験生が多かったであろう。

［原子分野］
　今年度の東京大学と京都大学では出題されなかった
が，昨年度より原子分野を出題した大学は増加した。　
一部の私立大学（久留米大学医学部等）では試験範囲に
原子分野を除く形で入試を実施したところもあるが，昨
年度よりは国立大学での出題が増加している。各大学の
出題テーマとしては，教科書に記載されている光電効果
（筑波大学等），コンプトン効果（九州工業大学等），お
よび水素原子のボーア模型が主流であった。光の二重性
に関する問題（金沢大学等）も見られ，出題例13の九
州大学の問題は，光の波動性と粒子性を鏡での光の反射
について考察する内容となっている。なかでも，私立大
学（医学部）の東京慈恵会医科大学の問題は，量子細線
内の電子波・磁界中の電子の運動に関する内容となって
おり，問題設定がやや複雑で状況がつかみ難く得点しに
くかったと思われる。しかも，３題中２題が原子に関す
る問題となっていた。出題例14の光圧の問題は解いた
ことがなかった受験生には難しかったであろう（『セン
サー総合物理 新訂版』p.254）。

出題例10

広島大学

出題例11

九州大学

出題例12
岡山大学
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（３）　学習対策
　今年度の国公立二次・私大入試においては，旧課程生
に対する配慮を引き続き行った大学もあったが，昨年度
と大きな変化はなかった。しかし，やはり原子分野から
の出題は多くなった。原子分野は典型問題の出題が大半
を占めており，確実に得点できるように，時間をかけて
指導していく必要がある。さらに，原子分野はもちろん，
「インピーダンス」「正弦波の式」などの出題は次年度
からも当然定着するため，しっかり対策をとっておく必
要がある。「凹面鏡と凸面鏡」に関しての出題は少ない
と思われるが，教科書にある内容を押さえておけば十分
であろう。力学分野と電磁気分野は必ず出題されるた
め，この２つの分野に関しては時間をかけて学習してい

くことが望まれる。これらの内容の対策も含め，限られ
た授業時間内でどのように指導していくかは重要な課題
であり，緻密な授業計画を立てる必要がある。

出題例13

九州大学

出題例14

東京慈恵会医科大学

本村　智樹（もとむら・ともき）
　授業では高１・２生，高３生，卒業生（医進ク
ラス含む）まで幅広いレベルの講座を担当。教材
作成や，全統マーク模試・物理基礎および全統記
述模試・物理基礎の作成チーフ・メンバーであり，
広大入試オープンと九大入試オープンでも作成メ
ンバー・作題を担当している。
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１ センター試験　化学基礎
（１）　全体の概要
昨年度に引き続き，難度の高い問題が含まれていた
　大問２題，マーク数16は，昨年度と同じであった。第
１問が「物質の構成」，第２問が「物質の変化」を中心
とした内容で，配点は各25点であった。
　平均点は28.59点で，昨年度より1.82点高くなったも
のの，他の理科基礎と比べると，昨年度に続き，最も平
均点の低い科目となった。表１の平均点は大学入試セン
ターの発表によるもの，大問別の得点率（平均点／配点
×100）は河合塾の追跡調査によるものである。
（注：追跡調査での平均点は32.8点であった。したがっ
て，実際の得点率は表の数値の90％弱と推定される。）

表１　平均点・大問別得点率

全体平均点 大問別
得点率

第１問 第２問

28.59点 75.6％ 55.2％

　昨年度と比べると，第１問の得点率が10.8％高くなっ
た一方，第２問の得点率が2.6％低くなった。また，正
答率が80％以上の設問は４問，正答率が50％を下回る設
問は４問あり，これは昨年度と同じであった。

（２）　設問別分析
第１問　化学結合，結晶，実験問題で差がついた。
　同素体，原子の構造，分子の構造と形，結晶の分類，
物質の三態変化，気体の性質に関する実験・考察，日常
生活と化学物質が出題された。正答率が90％以上の設問
が３問あった一方，正答率が50％未満の設問はなく，得
点しやすい内容であった。
　正答率が最も低かった設問は，問６のアンモニアの噴
水実験に関する問題（出題例１）で，正答率は53％であ
った。誤答は④，⑤が目立った。なお，この実験は，「化
学基礎」の教科書ではあまり扱われていないが，「中学
理科」の教科書では扱われている。なお，啓林館『化学
基礎 改訂版』p.82では写真を扱っている。

　問４aは，結晶の分類に関する基本的な問題であるが，
上位層と下位層で最も差がついた。化学結合や結晶の内
容は，昨年度，一昨年度も差がついており，指導上，留
意する必要があろう。また，昨年度は出題されなかった
日常生活に関連する物質に関する正誤問題が問７で出題
され，正答率は63％であった。

第２問　計算問題，中和滴定の考察，酸化還元の反応式
が難しい。
　化学量，溶液の濃度，化学反応と量的関係，実験器具
の扱い，中和滴定とその指示薬，酸化還元反応が出題さ
れた。正答率が80％台の設問が１問，70％台の設問が２
問というのは，昨年度と同じであったが，正答率が50％
未満の設問が４問あり，昨年度の１問に比べてかなり増
加した。
　正答率が最も低かった設問は，問５の中和滴定に関す

出題例１

大学入試センター試験および国公立大二次・私大

大学入試
分析と対策 化 学 学 校 法 人　河合塾

化学科講師　西　章嘉
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る問題（出題例２）で，正答率は35％であった。指示薬
の色の変化が徐々に起こるか，急激に起こるかで，酸ま
たは塩基の強弱を判断し，さらに中和に要した液量から
酸または塩基の価数を判断する必要があり，思考力を要
する。誤答は①，②，⑥が目立ち，指示薬の色の変化に
関する考察が難しかったのであろう。
　問２は単分子膜に関する文字計算の問題で，正答率は
48％と低かった。過去に「化学Ⅰ」の問題として出題さ
れたことはあったが，「化学基礎」のみの受験生にとっ
てはイメージがつかみにくかったのであろう。問６は酸
化還元の電子を含むイオン反応式と全体のイオン反応式
の係数を決める問題で，正答率は42％であった。センタ
ー試験で電子を含むイオン反応式を完成させる問題は新
傾向であり，センター試験のみで「化学基礎」が必要な
受験生にも，反応式を書く練習をさせておくほうがよい
であろう。

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
　「化学基礎」の学習は高２までに終わっていると思わ
れるので，基本事項を確認，理解させたうえで，問題演
習を通して定着度を上げていくという学習がよい。知識
が必要な分野のうち，化学結合・結晶の分類や性質，分
子の極性の有無，酸と塩基の定義，塩の水溶液の性質，
酸化・還元は，特に，受験生の理解度の低い分野である。

また，計算問題は，教科書の章末問題の演習で十分，対
応が可能であるが，単に公式を覚えるだけでなく，計算
式の立て方や考え方を理解しながら学習するように指導
しておきたい。
　実験に関する内容も重視される傾向にある。教科書で
扱われている実験内容は，できるだけ授業で触れておき
たい。また，日常生活に関わる物質について，教科書の
「化学と人間生活」や「酸化還元反応の利用」などで扱
われているもの，過去のセンター試験で扱われたものを
中心に，確認させておきたい。

２ センター試験　化学
（１）　全体の概要
平均点は過去最低であった。
　大問数は必答問題５題と選択問題１題の６題構成で，
昨年度と同じであった。マーク数は35で昨年度より増加
したが，設問数は昨年度と同じであった。第１問が「物
質の状態と平衡」，第２問が「物質の変化と平衡」，第３
問が「無機物質」，第４問が「有機化合物」，第５問が「合
成高分子化合物と天然有機化合物」，第６問が「合成高
分子化合物」，第７問が「天然高分子化合物」で，配点
は第１問～第３問が各24点，第４問が19点，第５問が４
点，選択問題である第６問と第７問が各５点であった。
　平均点は51.94点で，1990年度から始まったセンター
試験の歴史上，最も低い平均点となった。表２の平均点
は大学入試センターの発表によるもの，大問別の得点率
（平均点／配点×100）は河合塾の追跡調査によるもの
である。
（注：追跡調査での平均点は57.3点であった。したがっ
て，実際の得点率は表の数値の90％程度と推定される。）

表２　平均点・大問別得点率

全体平均点 大問別得点率

51.94点

第１問 第２問 第３問 第４問

67.5％ 49.2％ 56.3％ 52.6％

第５問 第６問 第７問

67.5％ 64.0％ 66.0％

　昨年度と比べると，第１問，第２問の得点率がそれぞ
れ6.4％，6.5％低くなり，理論分野の難度が高くなった。
また，正答率が80％以上の設問は３問あり，昨年度の５
問から減った一方，正答率が50％を下回る設問が10問あ

出題例２
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り，昨年度の７問（第６問選択者）または８問（第７問
選択者）から増加した。
　なお，第１問と第２問の解答に時間がかかりすぎたた
め，時間が足りなくなった受験生も少なくなかったよう
であり，これも平均点の低下の要因であろう。

（２）　設問別分析
第１問　気液平衡や状態図で差がついた。
　結晶の分類（化学基礎），電子配置（化学基礎），結晶
の構造，気体分子の熱運動と圧力，状態図と三態変化，
気液平衡，凝固点降下が出題された。正答率が80％以上
の設問が１問だけで，昨年度の３問を下回った。また，
正答率が50％未満の設問も１問あり，昨年度に比べて難
度が高くなった。
　最も正答率の低かった設問は，気液平衡に関する問５
（出題例３）で，正答率は49％であった。また，上位層
と中位・下位層の差がついた問題でもあった。誤答は，
⑤（窒素の分圧のみを考えた）と⑦（圧力を単純に２倍
した）が目立ち，あわせて32％であった。
　問４の状態図は，基本的な内容かつ４択問題であった
にも関わらず，正答率は61％，55%と高くなかった。状
態図は，センター試験で初めて出題されたことも影響し
たのであろう。

第２問　難度の高い問題が多かった。
　結合エネルギーと反応熱，平衡の移動，反応速度の計
算，緩衝液，電気分解，酸化還元反応の量的関係（化学
基礎）が出題された。７問中５問の正答率が50％を下回
っており，難度が高かった。
　問１はアンモニアの生成熱から結合エネルギーを計算
する典型的な問題であったが，正答率は32％と低かっ
た。これは，NH３ １mol中のN‒H結合をすべて切断する
のに必要なエネルギーが問われているにも関わらず，
N‒Hの結合エネルギーを答えるミスをした答案が33％
あったことが要因である。

　問３は過酸化水素の分解反応の反応速度に関する問題
（出題例４）で，正答率は45％，39％と低かった。aで
は②（濃度ではなく物質量を求めたもの），④（H２O２
とO２の反応量の比を１：１としたもの）の誤答がそれ
ぞれ約18％ずつと目立った。また，bでは，①（物質量
で速度を求めたもの），②（H２O２とO２の反応量の比を
１：１としたもの），④（混合前の体積で濃度を求めた
もの）の誤答がそれぞれ約16％ずつと目立った。特にb
は上位層の正答率も40％にとどまり，レベルによる正答
率の差はほとんどなかった。
　問４は緩衝液に関する正誤の組解答の問題（出題例
５）で，正答率は35％であった。誤答は③が目立った。
また，問６は酸化還元反応の量的関係の問題で，反応式
を正確に書けないと解答できず，正答率は41％であった。

出題例３

出題例４
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第３問　盲点になりがちな知識も出題され，計算問題で
大きく差がついた。
　身近な無機物質，遷移元素と触媒反応，気体の分離，
無機物質と化学量計算，イオン化傾向と電池が出題され
た。正答率は47％～75％に収まっており，正答率が80％
以上の解答しやすい設問はなかった（昨年度は２問）。
　問１は身近な無機物質に関する正誤問題（出題例６）
で，正答率は①が62％，⑥が50％であった。誤答として
③（29％），④（37％）が目立ったが，セラミックスに
ついて盲点であった受験生が多かったと思われる。
　問４は黄銅中の銅の含有率を求める計算問題，問５は
塩素の発生反応に関する計算問題であり，正答率はいず
れも51％であったが，上位層と下位層の正答率の差が大
きくついた。問６はイオン化傾向と電池の構成に関する
実験考察問題で，正答率は47％と，第３問で最も低かっ
た。

第４問　異性体，実験考察問題が難しい。
　エチレンとアセチレンの性質，エステルの加水分解と
アルコール，ベンゼンからのアゾ染料の合成経路，ブタ
ンの塩素置換体の数，界面活性剤に関する実験考察が出
題された。正答率が50％未満の設問が３問あり，第４問
全体としての正答率は難度の高かった昨年度（51.1％）
と比べて若干高くなった程度であった。
　問２はC５エステルの加水分解で得られるアルコール
の異性体の数に関する問題で，正答率は54％であった。
加水分解で得られたカルボン酸が還元性を示す（ギ酸）
ことからアルコールの炭素数が４であると判断し，その
異性体の数を考えるという複数の思考過程を要する問題
で，上位層と中位・下位層で差がついた。また，現役生
と卒業生の差が15％と大きく，演習量の違いが正答率の
差に現れた。
　問５は界面活性剤に関する実験考察問題（出題例７）
で，正答率は，aが25％，bが21％と低かった。また，上
位層の正答率もaで33％，bで31％にとどまり，実験考察
問題を弱点とする受験生の多いことが反映された。aは
⑥（塩析）が正解であるが，③（けん化）の誤答が46％
にも達した。啓林館『化学 改訂版』では，p.68～72と
p.317とを参照ページで相互に関連をもたせ，知識をつ
なぎ合わせられるようにしている。bは，②（13％），
③（16％），④（27％），⑥（12％）と誤答が分散してお
り，セッケンと合成洗剤の性質の違いが問われているこ
とに気づけなかったのであろう。

出題例５

出題例６
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第５問　合成高分子，天然有機物全般が問われた。
　問１は単量体が脱水縮合した構造をもたない高分子化
合物を選択する問題で，正答率は58％であった。正答は
ナイロン６であるが，誤答として尿素樹脂が目立った。
問２は高分子化合物全般に関する正誤問題で，正答率は
75％と高かった。

第６問　今年度も計算問題が出題された。
　問１は重合体と単量体の組合せに関する問題で，正答
率は76％と高かった。問２はポリ乳酸の分解により発生
する二酸化炭素の量を求める計算問題で，正答率は57％
であった。繰り返し単位１つから二酸化炭素が３分子発
生することがわかれば解答できるが，上位層と中位・下
位層で差がついた。

第７問　ペプチドの電気泳動が出題された。
　問１はジペプチドの電気泳動に関する問題（出題例
８）で，正答率は57％であった。また，上位層と下位層
の差が55％と大きかった。国公立二次・私大入試ではよ
く出題されるが，センター試験としては難度の高い問題
と言えよう。問２はマルトースの定量に関する計算問題
であったが，正答率は71％と高かった。

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
国公立二次・私大入試対策と一体した学習を。
　現行課程で３回目のセンター試験が終わったが，旧課
程と比べると，複数の思考過程を要する問題が増加して
いる。今年度では，気液平衡，反応速度，緩衝液，ペプ
チドの電気泳動などが挙げられ，これらは国公立二次・
私大入試で出題されてもよいレベルの問題であった。高
得点を目指す受験生に対しては，従来のセンター試験レ
ベルの対策にとどまるのではなく，国公立二次・私大入
試対策用の問題演習を十分に積ませておきたい。

無機・有機分野の知識定着を。
　例年，無機分野と有機分野では，現役生と卒業生の得
点率の差が出やすい。知識分野での失点は，高得点を目
指す受験生にとっては避けたいものである。物質の性質
や反応を系統的に整理し，問題演習を通じて知識の定着
をはかりたい。
　また，実験考察問題は頻出であり，教科書に記載され
ている実験装置・探究活動，センター試験の過去に出題
された内容は必ず確認させておきたい。

出題例７

出題例８
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直前期にはセンター試験形式の問題に慣れさせる。
　センター試験で高得点をとるには，センター試験の形
式の問題に慣れることも必要である。特に，正誤問題，
グラフの絡む問題，実験考察問題は国公立二次・私大入
試対策だけではカバーしにくいので，十分に演習させて
おきたい。

３ 一般入試（国公立二次・私大入試）
（１）　全体の傾向
　2017年度国公立二次・私大入試の難易度は，多くの大
学では昨年度並みであったが，東京大，筑波大，名古屋
工業大，早稲田大などはやや易化し，京都大，北海道大，
名古屋大などはやや難化した。特に，東京大では問題の
分量が減少し，試験時間内で十分解答できる分量になっ
た。一方，京都大では，近年，解答しやすい問題が比較
的多かったのに対し，今年度は思考力を要する発展的な
問題が増加した。
　国公立大では，論述問題が多く，計算過程を記す問題
も出題される。私大では，一部の難関校を除き，小問集
合形式の出題が多い。いずれの入試においても，基本事
項の理解度を試す出題が中心となっている。
　今年度のトピックスとして，昨年度末に正式名称が確
定した「ニホニウムNh」を題材とした問題（名古屋大，
九州大‒出題例９，金沢大，滋賀医科大，滋賀県立大，
明治大，関西学院大）が多く見られた。ただし，化学的
性質がよくわからないこの元素を題材とした出題が次年
度以降も続くとは考えにくく，今年度限りのものであろ
う。

（２）　分野別分析
［理論分野］
　酸と塩基，酸化・還元では，シュウ酸や食酢を題材と
した中和滴定，逆滴定，過マンガン酸カリウム滴定，ヨ
ウ素滴定が多く，二段滴定（島根大，高知大，上智大）
も少なくない。また，COD（富山県立大，滋賀県立大，
北里大，星薬科大），溶存酸素量（山形大），グルコース

の定量（静岡県立大）などは思考力を要する。アスピリ
ンの定量（旭川医科大，摂南大‒出題例10）では，アス
ピリンと水酸化ナトリウムが１：２の物質量比で反応し
ていることの判断が難しい。

　結晶は，面心立方格子，体心立方格子，塩化ナトリウ
ム型などについての，基本的な内容が中心である。六方
最密構造と立方最密構造のさまざまな断面図（東京理科
大‒出題例11）は，結晶の立体感覚をつかむにはよい素
材であるが，試験会場で落ち着いて考えるのは難しいで
あろう。また，例年通り，限界半径比（名古屋大，愛知
教育大，奈良女子大，啓林館『化学』p.34，『化学 改訂版』
p.76）も散見された。

出題例９

九州大

出題例10
摂南大
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　気体は，混合気体や蒸気圧の典型的な問題が中心であ
るが，ラ・ウールの法則が絡んだ気液平衡の問題（京都
大，滋賀県立大，啓林館『化学 改訂版』p.61）は難度
が高い。なお，状態図に関して，臨界点や超臨界流体（徳
島大，東北医科薬科大，松山大，福岡大，啓林館『化学』
p.16，『化学 改訂版』p.29）は，近年増加傾向にある。
　溶液は，凝固点降下と冷却曲線，浸透圧が多く，今年
度はコロイドも多かった。密閉したU字管を用いた浸透
圧の問題（神戸大）は，思考力を要する。また，塩化ナ
トリウム‒水の相平衡図（山口大‒出題例12）は受験生
にとって馴染みがない図である。

　熱化学は，生成熱，燃焼熱，結合エネルギー，中和熱
に関する基本～標準レベルの問題以外に，イオン化傾向
と反応熱（大阪大），格子エネルギーとイオン結合の強
さ（北海道大）が出題された。
　光とエネルギーは，出題数は少ないものの，ルミノー
ルや光触媒の酸化チタン（Ⅳ）が知識として問われた問題
（九州工業大，徳島大，立命館大‒出題例13，啓林館『化
学 改訂版』p.97，98，251）も見られた。特に，立命館
大では，光の波長，化学発光，光触媒，光合成などが総
合的に問われ，盲点を突かれたと感じた受験生も少なく
なかったであろう。

出題例11

東京理科大

出題例12

山口大
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　電池，電気分解の出題には，特に目立ったものは少な
いが，電気透析（北海道大‒出題例14，静岡県立大・中
期）は思考力を要する。

　反応速度は，反応速度式を求める問題が多い。エステ
ルの酸触媒による加水分解速度を，中和滴定の結果から
求める問題（慶應義塾大・医，日本女子大）は，思考力
を要する。発展的な内容として，アレニウスの式（新潟
大，名古屋大，名古屋市立大，東北医科薬科大，東京理
科大，立命館大，関西大，啓林館『化学』p.125，『化学 
改訂版』p.129），多段階反応（浜松医科大，立命館大，

啓林館『化学』p.130，『化学 改訂版』p.132），半減期（滋
賀医科大，早稲田大・理工，日本女子大，啓林館『化学』
p.119，『化学 改訂版』p.123）が，今年度も複数の大学
で出題された。
　化学平衡では，例年通り，H２＋I２⇄２HI，N２O４⇄
２NO２，ハーバー・ボッシュ法が多く，ほとんどは基
本～標準的な内容である。東京大のハーバー・ボッシュ
法の平衡（出題例15）は，圧力・温度が一定のもとで
窒素を加えることにより，窒素が増加する方向へ平衡が
移動することを判断する問題が含まれ，ルシャトリエの
原理で学習した結果と違う点に戸惑った受験生もいたで
あろう。

　電離平衡では，教科書で「発展」として扱われている
緩衝液の計算，加水分解定数が出題されるのは当たり前
になっている。また，難関大では，物質収支と電荷収支
（九州大・後期‒出題例16），生体内の緩衝液（札幌医
科大），錯体の安定度定数（京都大，東北大），オキシン
の分配平衡（金沢大）などが見られた。
　溶解度積は，硫化物が多い。なお，モール法（東京理

出題例13
立命館大

出題例14

北海道大
出題例15

東京大
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科大，星薬科大，立命館大，啓林館『化学』p.171，『化
学 改訂版』p.175）は，昨年度より若干少なくなったも
のの，複数の大学で出題されている。

［無機分野］
　無機分野は，例年通り，各論を暗記しておれば解答で
きる問題が大半を占めるが，国公立大では，結晶格子，
電気化学，化学平衡などの理論分野の絡んだ問題も見ら
れる。
　昨年度に引き続き，錯体の立体構造（大阪大，東京医
科歯科大，順天堂大‒出題例17，明治大，同志社大，啓
林館『化学』p.239，『化学 改訂版』p.241）の出題が目
立った。

［有機分野］
　脂肪族化合物，芳香族化合物では，例年通り，有機化
合物の合成経路，簡単な構造決定が中心で，一部の難関
大では難度の高い構造決定も出題されている。
　教科書では「発展」として扱われる炭素間二重結合の
オゾン分解や過マンガン酸塩酸化，マルコフニコフ則
は，当たり前のように出題されている。多くは問題文中
にヒントがあるが，九州大，岡山大，徳島大では知識が
ないと解答できない問題が出題された。また，炭素陽イ
オンの安定性からマルコフニコフ則を考察する問題（旭
川医科大‒出題例18，啓林館『化学』p.288，『化学 改訂
版』p.285）も見られた。千葉大では，配向性（啓林館『化
学』p.331，『化学 改訂版』p.331）の知識を要する合成
経路の問題（出題例19）が出題された。

出題例16

九州大・後期

出題例17

順天堂大

出題例18

旭川医科大
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　難度の高い問題として，立体化学や機器分析の内容が
見られた。立体化学では，アルケンのトランス付加（早
稲田大・人科），乳酸のラクチドの立体異性（京都大），
シクロヘキサン骨格の配座異性と安定性（京都大，啓林
館『化学』p.284，『化学 改訂版』p.281）がある。また，
機器分析では，水素核磁気共鳴スペクトルを用いた構造
決定（熊本大），薄層クロマトグラフィーや高速液体ク
ロマトグラフィーを用いたドーピング検査（東京医科歯
科大），吸光度を用いたアセチルサリチル酸の純度測定
（順天堂大）が出題された。
　天然有機化合物である糖類，アミノ酸・タンパク質，
核酸は，知識問題が中心である。教科書では「参考」と
して扱われている等電点の計算（弘前大，東京農工大，
名古屋大，岐阜大，同志社大，立命館大，甲南大，啓林
館『化学』p.402，『化学 改訂版』p.380）は，当たり前
のように出題されている。また，糖のメチル化に関する
問題（広島大，東北医科薬科大，東京理科大）も少なく
ない。核酸塩基の脱アミノ化（京都大‒出題例20）は，
ラクタムとラクチムの互変異性を考える必要があり，や
や難しい。

　合成高分子化合物では，知識問題や計算問題が中心で
あるが，難関大では，イオン交換樹脂を用いたアミノ酸
の分離（岐阜大，慶應義塾大・医，関西大），生分解性
高分子（滋賀県立大），吸水性高分子の吸水の仕組み（新
潟大，名古屋工業大‒出題例21，啓林館『化学』p.429，
『化学 改訂版』p.422）なども出題されている。

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
　現行課程で３年目の入試であったが，全体としては，
出題傾向の変化は見られなかった。したがって，従来の
指導から大きく変更する必要はないであろう。以下に，
特に注意したい点を述べる。
　近年は，教科書で「発展」として扱われる内容が，多
くの大学で当たり前のように出題されている。しかし，
教科書に載っている「発展」のすべてを扱うことは，授
業時間を考えると難しい。生徒の受験する大学のレベル
を考慮し，扱う内容を精査することが重要である。具体

出題例19

千葉大

出題例20

京都大

出題例21

名古屋工業大
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的には，限界半径比，緩衝液の計算，オゾン分解は中堅
大でも出題されており，差のつく問題になりやすい。ま
た，難関大志望者に対しては，反応速度や電離平衡の発
展的内容，錯体や有機化合物の立体化学も十分に指導し
ておきたい。
　一方，入試問題の大部分は基本～標準的なレベルの問
題である。このレベルの問題を確実に解くことが合格へ
の第一歩である。基本事項を確認したうえで，問題演習
を通して基本事項を組み立てて解答を導く練習を十分に
させておきたい。また，国公立二次試験や一部の私大で
は，論述問題も多く出題される。平素から，化学現象の
起こる理由を文章にする練習をさせておくと，直前期に
焦る受験生は減るであろう。

西　章嘉（にし・あきよし）
　授業では高１～３生，卒業生の幅広いレベルの
講座を担当し，教材では数多くのテキスト作成を
担当する。また，全統マーク模試の作成チーフを
務め，阪大即応オープン，神大オープンなどの作
成も担当する。
著書： 「チョイス新標準問題集」（河合出版・共著）

「大学入試問題正解」（旺文社・共著）
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１ センター試験「生物基礎」
（１）総括
　「生物基礎」のセンター試験は，大問３題，設問数15
問，マーク数17であった。平均点は39.5点（50点満点）
で，昨年度より11.9点高くなった。大問は，「生物と遺
伝子」，「生物の体内環境の維持」，「生物の多様性と生態
系」の３分野から１題ずつ出題され,すべてA・B分けに
なっており，幅広いテーマから出題された。
　河合塾の再現データ（受験者2,899名，平均点43.0点）
の結果では，正答率が80％以上の ｢易しい｣ 設問の割合
は，昨年度が約24％であったのに対し，今年度は約76％
と大幅に上昇した。また，正答率が50％以下の ｢難しい｣
設問の割合は，昨年度は約29％であったのに対し，今年
度は０％であり，最も正答率の低い問題で正答率約69％
であった。
　設問15問のうち，13問が知識問題，１問が計算問題，
１問がグラフから選択肢の正誤を判断する問題で，昨年
度２問出題された考察問題は出題されなかった。知識問
題については，教科書に記載されている基本的な知識を
問う問題がほとんどであった。知識問題 13問のうち，
文章正誤問題が５問，生物用語や記号，グラフなどを選
ぶ問題が８問であり，また，13問のうち，７問が正しい
ものの組合せを選ぶ問題であった。

（２）設問別分析
第１問　生物の特徴および遺伝子とそのはたらき（配点
19点）
　Aは生物の特徴に関する知識問題，Bは細胞周期と遺伝
子の発現に関する知識問題と計算問題であり，第１問全
体の正答率は約84％（現役生 約83％，卒業生 約87％）
であった。
　問１は全ての生物に共通して含まれる物質の組合せと
して最も適当なものを選ぶ知識問題であり，正答率は約
76％であった。誤答の②「ⓐ，ⓒ」を選択した受験生が
全体の約９％見られ，「セルロース」を細胞膜の成分と
勘違いしたものと思われる。問２は原核生物と真核生物

の組合せとして最も適当なものを選ぶ知識問題であり，
正答率は約74％であった。問３は真核細胞に存在する細
胞小器官の組合せとして最も適当なものを選ぶ知識問題
である。問題文中に「アは酸素を使って有機物を分解す
る」，「イは光合成を行う」と記されていることから，正
答率は約96％と非常に高かった。問４は細胞周期の間期
のDNA合成準備期，DNA合成期，分裂準備期の略称を
問う知識問題であり，正答率は約89％と高かった。問５
は標本の観察結果から，細胞周期全体の長さと分裂期の
長さを求める計算問題（出題例１）である。分裂期の細
胞数（42個）と間期の細胞数（168個）の割合から分裂
期の長さを求めるのであるが，正答率は約86％と予想以
上に高かった。 問６のカは「発現」の用語を問う知識
問題であったが，正答率は約69％とやや低かった。誤答
の①「複製」を選択した受験生が全体の約19％も見られ
た。キはだ腺（だ液腺）の細胞で合成されるタンパク質
を問う知識問題であり，正答率は約98％と非常に高かっ
た。

第２問　生物の体内環境の維持（配点15点）
　Aは血液，血液循環，ホルモンに関する知識問題，Bは
生体防御に関する知識問題であり，第２問全体の正答率
は約85％（現役生 約84％，卒業生 約89％）であった。
　問１は血液に関する記述として最も適当なものを選ぶ

出題例１

大学入試センター試験および国公立大二次・私大

大学入試
分析と対策 生 物 学 校 法 人　河合塾

生物科講師　榊原　隆人
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知識問題であり，正答率は約83％と高かった。誤答の③
を選択した受験生が全体の約９％見られ，問題文の「分
解して」を読まずに「フィブリン」と「血ぺい」で選択
したものと思われる。問２は血液の循環に関する記述と
して最も適当なものを選ぶ知識問題であり，正答率は約
84％と高かった。問３は体液の水分量を調節するホルモ
ンとそのホルモンを分泌する内分泌腺を問う知識問題で
あり，正答率は約79％と高かった。誤答の③「甲状腺－
チロキシン」を選択した受験生が全体の約12％見られ
た。問４はヒトにおける抗体産生のしくみに関する知識
問題であり，正答率は約90％と非常に高かった。誤答の
①を選択した受験生が全体の約８％見られ，抗体産生細
胞に分化する細胞を，「B細胞」ではなく，「キラーT細
胞」と誤って理解していたものと思われる。問５は抗体
産生における二次応答に関するグラフとして最も適当な
ものを選ぶ知識問題であり，正答率は約90％と非常に高
かった。

第３問　生態と環境（配点16点）
　Aはバイオームの分布に関する知識問題とグラフから
選択肢の正誤を判断する問題，Bは生態系に関する知識
問題であり，第３問全体の正答率は約89％（現役生 約
88％，卒業生 約91％）であった。
　問１は図１に関する記述として適当なものを選ぶ知識
問題（出題例２）である。選択肢①～③については，バ
イオームに関する知識を必要とせず，図１から年平均気
温がほぼ同じである場合，年降水量と有機物生産量との
間にどのような関係が見られるかを読み取ればよく，正
答率は約97％と非常に高かった。選択肢④～⑦について
は，各バイオームが図１のグラフ上のどの位置なのかを
知っていれば，グラフ上の「有機物生産量」の大小を比
較するだけで正答することができ，正答率は約90％と非
常に高かった。問２は図１のXで示したバイオーム（夏
緑樹林）が分布していない地域として最も適当なものを
選ぶ知識問題であり，正答率は約83％と高かった。誤答
の①北海道を選択した受験生が全体の約14％見られた。
問３は生態系における生産者と消費者に関する記述とし
て誤っているものを選ぶ知識問題であり，正答率は約96
％と非常に高かった。問４は熱帯多雨林と針葉樹林にお
ける「落葉・落枝の供給速度」と「土壌中での有機物の
分解速度」に関する知識問題である。熱帯多雨林の気温
が針葉樹林よりも高いことから，針葉樹林よりも熱帯多
雨林のほうが分解者による有機物分解速度が速いことは
容易に判断でき，正答率は約81％であった。誤答の②を

選択した受験生が全体の約16％見られた。

（３）学習対策（指導上のポイント）
　今年度のセンター試験では，設問15問中13問が知識問
題であった。昨年度と同様に今年度も知識問題の割合が
高く，来年度以降もこの傾向が続くと予想されるので，
まずは教科書に記載されている基本的な内容や用語の意
味を正確に理解させ，定着させるようにしたい。知識問
題の中にはやや詳細な知識を必要とする問題も多く含ま
れているので，これらの問題に対応するためには，教科
書の本文だけでなく，「図・表」，「観察・実験」，「参考
（コラム）」，「探究活動」なども含めて隅々まで十分理
解させておく必要がある（ただし，教科書の「発展」に
記載されている内容はセンター試験では出題されない。）。
　今年度は細胞周期に関する計算問題が出題された（啓
林館『生物基礎 改訂版』p.79）。昨年度では腎臓におけ
る尿素の濃縮率に関する計算問題が（啓林館『生物基礎 

出題例２
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改訂版』p.117），一昨年度では遺伝子に関する計算問題
が出題されており，来年度以降も計算問題が出題される
可能性が高い。したがって，出題が予想される計算問題
（DNA中の塩基組成，酸素解離曲線，暖かさの指数，
生態系内の物質循環とエネルギーの流れなど）について
は，問題集や過去のセンター試験などを用いて十分に問
題演習を行い，計算問題に対応できるようにさせておき
たい。
　今年度は出題されなかったが，昨年度は考察問題が２
問出題されているので，来年度以降は実験結果などに基
づいて考察する問題（実験考察問題）が出題される可能
性がある。実験考察問題では，実験の意義と内容，設問
文や選択肢の文意などを理解するとともに，与えられた
データ（図・表など）を正確に読み取り，論理的に思考
する力が要求される。計算問題と同様に，問題集や過去
のセンター試験などを用いて十分に問題演習を行い，実
験考察問題に対応できる力をつけさせるようにしたい。

２ センター試験「生物」

（１）総括
　「生物」のセンター試験は，大問数は６題（７題のう
ち第６問と第７問はいずれか１問を選択する選択問題）
で，マーク数は34または35であった。昨年度より文章量
とマーク数が増加したため，全体的な分量はやや増加し
た。平均点は69.0点で，昨年度より5.4点高くなった。
　必答問題の第１問から第５問は，「生命現象と物質」，
「生殖と発生」，「生物の環境応答」，「生態と環境」，「生
物の進化と系統」の５分野から１題ずつ出題されてお
り，配点は各18点であった。また，すべてA・B分けに
なっており，幅広いテーマから出題された。選択問題の
第６問と第７問は，第６問が「生命現象と物質」の分野
から，第７問が「生物の環境応答」と「生物の進化と系
統」の分野からの出題であり，ともに複合的な問題で，
配点は各10点であった。
　問題内容の割合は，知識問題がおよそ５割，知識と考
察を要する問題がおよそ４割，考察問題がおよそ１割で
あり，昨年度とほぼ同じ傾向であった。また，昨年度に
比べて選択肢が４個の設問が大幅に増加（昨年度はマー
ク数４→今年度はマーク数13）し，複数の解答を選ばせ
る問題が大幅に減少（昨年度はマーク数12→今年度はマ
ーク数６）した。この変化は設問自体の難易度とは別に，
正答率に大きく影響したと考えられる。
　考察問題における実験条件の設定などが昨年の問題に

比べてやや複雑なものが多かったが，選択肢の少ない設
問が多かったため，全体的な難易度は昨年並みであっ
た。なお，以下に示す正答率は河合塾の答案再現データ
（受験者1,302名，平均点76.1点）の結果である。

（２）設問別分析
第１問　生命現象と物質（配点18点）
　Aはタンパク質の構造と機能に関する知識問題，Bは真
核生物の転写調節に関する知識問題と考察問題であっ
た。第１問全体の正答率は80.3％で，必答問題５題の中
で２番目に高かった。問１はタンパク質の構造に関する
知識問題であり，正答率は85.9％，94.5％と非常に高か
った。問２はペプチドホルモンに関する知識問題であ
り，選択肢の文章が長く，正答率は低かった。問３と問
４は転写調節に関する知識問題であり，問３は成績上位
層と下位層で正答率に大きな差があった（上位層87.0％，
下位層34.7％）。問５は調節タンパク質のはたらきを問
題文から読み取って適当な図を選ぶ問題であり，正答率
は93.7％と非常に高かった。

第２問　生殖と発生（配点18点）
　Aは動物の発生に関する知識問題と考察問題，Bは被子
植物の配偶子形成と重複受精に関する知識問題と考察問
題であった。第２問全体の正答率は68.9％で，必答問題
５題の中で２番目に低かった。問１はイモリの発生過程
における分化の誘導に関する知識問題であり，正答率は
低かった。問２は誘導による水晶体の分化に関する知識
を要する考察問題であり，正答率は92.5％と非常に高か
った。問３はES細胞に関する知識を要する考察問題で
あり，正答率は低かった。問４は染色体数に関する知識
を要する考察問題であり，精細胞の染色体の数の正答率
は92.2％と非常に高かったが，一つの胚のうに存在する
染色体の数の正答率は45.7％と，すべての設問の中で２
番目に低かった。問５は胚乳の遺伝に関する知識を要す
る考察問題（出題例３）であり，正答率は49.2％とすべ
ての設問の中で３番目に低かった。また，成績上位層と
下位層で正答率に大きな差があった（上位層72.4％，下
位層13.9％）。現行課程になって教科書での遺伝の扱い
が少なくなったために，遺伝を苦手とする受験生が多く
なっていると考えられる。
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第３問　生物の環境応答（配点18点）
　Aは神経系と興奮の伝導と伝達に関する知識問題，Bは
フィトクロムと光発芽種子に関する知識問題と考察問題
であり，第３問全体の正答率は71.7％であった。問１は
脊椎動物の神経系に関する知識問題であり，用語の組合
せを選ぶ問題で，正答率は低かった。問２は有髄神経繊
維の伝導速度に関する知識問題であり，正答率は高かっ
た。問３はシナプスにおける興奮の伝達に関する知識問
題で，用語の組合せを選ぶ問題であったが，正答率は
90.5％と非常に高かった。問４は光発芽とフィトクロム
に関する知識問題であった。問５と問６は光発芽種子に
関する知識を要する考察問題（出題例４）であり，正答
率は55.1％，63.4％と低かった。また，問６は現役生と
卒業生で正答率に大きな差があった（現役生56.4％，卒
業生78.4％）。

第４問　生態と環境（配点18点）
　Aは種間関係に関する考察問題，Bは種間関係と撹乱に
関する知識問題と考察問題であった。第４問全体の正答
率は89.7％で，必答問題５題の中で最も高かった。問１
と問２はハリガネムシとバッタの種間関係に関する考察
問題であり，問１の正答率は96.7％とすべての設問の中

出題例３

出題例４
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で最も高かった。また，問２の正答率も91.3％，86.3％
と非常に高かった。問３は生態系の撹乱に関する知識問
題であり，正答率は96.5％とすべての設問の中で３番目
に高かった。問４は種間競争に関する知識問題であり，
正答率は94.4％と非常に高かった。問５は生態系の撹乱
に関する知識を要する考察問題であった。教科書に載っ
ているグラフと見た目は同じであるが横軸の設定が違っ
ているため，グラフの読み取りに注意を要するが，間違
った読み取りをしたときに選んでしまう選択肢が用意さ
れていなかったため，誤答を避けられた受験生も多かっ
たと考えられる。

第５問　生物の進化と系統（配点18点）
　Aは生物の変遷と動物の系統に関する知識問題と考察
問題，Bは集団遺伝に関する知識問題と考察問題であっ
た。第５問全体の正答率は68.2％で，必答問題５題の中
で最も低かった。問１は生物の変遷に関する知識問題で
あり，比較的詳細な知識が要求され，正答率は30.6％と
すべての設問の中で最も低かった。なお，生物の変遷に
関するやや詳細な知識を要求する設問は，昨年度も出題
されている。問２は哺乳類の系統に関する考察問題で，
パズル的な問題であった（出題例５）。問３は生きてい
る化石に関する知識問題であり，卒業生よりも現役生の
ほうが正答率が高かった（現役生78.7％，卒業生74.5％）。
問４は遺伝子頻度に関する知識を要する考察問題であ
り，正答率は61.4％と低かった。また，成績上位層と下
位層で正答率に大きな差があった（上位層81.9％，下位
層28.7％）。問５はハーディ・ワインベルグの法則の名
称を問う知識問題であり，正答率は93.5％と非常に高か
った。問６は遺伝子頻度に関する知識問題であった。

第６問　生命現象と物質（配点10点）
　遠心分離技術を用いたDNAの半保存的複製の実験や，
細胞分画法の実験に関する問題であり，第６問全体の正
答率は67.4％であった。問１はDNAの半保存的複製に
関する知識を要する考察問題であった。問２は細胞分画
法と細胞小器官に関する知識を要する考察問題であり，
正答率は58.4％，62.0％と低かった。また，成績上位層
と下位層で正答率に大きな差があり（上位層78.3％，下
位層10.3％），現役生と卒業生でも正答率に大きな差が
あった（現役生48.4％，卒業生71.6％）。

第７問　生物の環境応答・生物の進化と系統（配点10
点）
　海岸での生物観察に関する会話文をもとにした，動物
の行動と動物の系統に関する知識問題で，第７問全体の
正答率は81.9％であった。問１はアサリとクラゲの分類
群を問う知識問題であった。問２は動物の行動に関する
用語を問う知識問題であり，正答率は96.7％とすべての
設問の中で最も高かった。問３は動物の系統に関する知
識問題であり，正答率は低かった。

出題例５
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（３）学習対策（指導上のポイント）
　センター試験の知識問題で問われる知識は，教科書に
記載されている内容に限られるが，単に用語を問うよう
な形式の問題は少なく，文章選択肢で，その正誤を判定
するような形式のものが多い。したがって，単なる用語
の丸暗記だけではほとんど対応できない。教科書の内容
や用語の意味を正しく理解させ，定着させるようにした
い。さらに，他の事項との関連性なども理解させるよう
にしたい。このためには，センター試験の過去問やセン
ター試験向けの問題集などを用いて，十分に問題演習を
行わせることが有効である。また，「生物」のすべての
範囲から幅広く出題されるので，苦手とする分野や学習
が進んでいない分野がないように，バランスよく学習さ
せることも重要である。
　センター試験の考察問題では，実験の内容などを読み
取る読解力と，グラフや表のデータなどを解釈する考察
力・分析力が要求される。このような力を身につけるた
めには，やはり，センター試験の過去問やセンター試験
向けの問題集などを利用して，問題演習を十分に行わせ
ておくことが有効である。早い段階から計画的に学習を
進めさせるように指導していくようにしたい。

３ 一般入試（国公立二次・私大入試）

（１）全体の傾向
　旧帝大などの難関大の難易度は，昨年度と比べて，東
京大，東北大，名古屋大，九州大などでは難化し，北海
道大，大阪大，岐阜大，早稲田大（理工）などでは易化
し，京都大，広島大，神戸大，筑波大，千葉大，東京医
科歯科大，静岡大，岡山大，横浜市立大，大阪市立大，
慶應義塾大（医），東京慈恵会医科大などでは変化がな
かった。全体的には昨年度とほぼ同じ難易度かあるいは
やや易化したように感じられた。
　出題分野は，昨年度と同様「遺伝子」が非常に多く見
られ，ここ数年この傾向が続いている。また，他の分野
との融合問題としての出題も多い。しかし，新課程での
扱いが少なくなった一遺伝子一酵素説，DNAの半保存的
複製，ファージの増殖などは昨年度に続き今年度もほと
んど出題されなかった。同様に，教科書での扱いがなく
なった「植物の組織」や「浸透圧」は一昨年度，昨年度
に続き今年度もほとんど出題されておらず，今後も出題
されないと考えられる。また，「発生」については，新
課程で新たに扱われるようになった内容（以下，新課程
内容と記す）である母性効果因子や背腹軸の決定，およ

び，神経誘導の分子機構などがどのように出題されるか
注目されているが，一昨年度，昨年度と同様に今年度も
出題がきわめて少なかった。
　新課程内容で昨年度多く出題された内容のうち，青色
光受容体（フォトトロピン）は今年度も出題が多く見ら
れたが，細胞骨格・モータータンパク質や岡崎フラグメ
ントなどは，一昨年度，昨年度で一通り出題したためか，
今年度は出題がかなり減少した。また，新課程内容では
ないが，『生物基礎』で大きく扱われるようになったバ
イオームについても，一昨年度，昨年度に比べて出題が
減少した。
　最も注目すべきは「遺伝」である。教科書での扱いが
少なくなったためか，一昨年度に比べ昨年度は出題がか
なり減少したが，今年度はまた一昨年度並みに増加し
た。内容は連鎖・組換えを中心とした旧課程と同様のも
ので，以前の様子に戻ったような感じである（啓林館
『生物』p.128～159，『生物 改訂版』p.126～137には，
遺伝について詳しく書かれている。）。
　新課程内容の出題が多く見られた一昨年度，昨年度に
比べ，３年目を迎えた今年度は少し落ち着いてきたよう
に感じられ，以前の内容に戻るような所も少し見られた。

（２）2017年度で注目される出題項目
　「遺伝子」の分野では，花器官の形成に関するABC
モデルが岩手大（農），新潟大，島根大－出題例６など
多くで出題された。この内容については，遺伝と絡めて
出題されることも多い。また，「生殖」では，花粉管の
誘引に関する内容が広島大，島根大，東京医科歯科大，
群馬大，東京慈恵会医科大－出題例７などで出題され
た。この内容については昨年のセンター試験でも出題さ
れており，単に誘引物質を放出する細胞名を尋ねる知識
問題としての出題もあるが，出題例のような実験考察型
の出題もあった（啓林館『生物』p.202，『生物 改訂版』
p.170にトレニアについて書かれている。）。
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　「遺伝」では，連鎖・組換えの他に胚乳の遺伝が新潟
大，愛知教育大，和歌山県立医科大などで出題され，ま
たセンター試験でも出題された。遺伝についてはこのよ
うに他の内容との融合問題としての出題が予想される。
　発展的な内容として，三毛猫を題材としたライオニゼ
ーションが名古屋大－出題例８で出題された。伴性遺伝
の知識がないと難しく，また，X染色体の不活性化につ
いては，問題文を丁寧に読めば理解できるように詳しく
説明されているが，同じタイプの問題を解いたことがな

出題例６
島根大

出題例７
東京慈恵会医科大
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いと難しい。

　また，RNA干渉が東京大－出題例９，神戸大などで出
題された。昨年度までに出題されたものはほとんど今年
度の神戸大と同様に用語のみを尋ねる形であったが，今
年度の東京大では実験考察型で本格的に扱っている。今
後，難関大ではこのような出題が増えることが予想され
る（啓林館『生物』p.109，『生物 改訂版』p.109にRNA
干渉について詳しく書かれている。）。

出題例８
名古屋大
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　さらに，新しい内容としてはSNP（一塩基多型）が
群馬大，三重大などで，自食作用（オートファジー）が
藤田保健衛生大（医）－出題例10などで出題された。
いずれも名称程度を知識で尋ねる形の問題であった。

（３）学習対策（指導上のポイント）
　新課程になって，これまでは一部の難関大学で考察問
題として出題されてきた高度な内容が，教科書に記載さ
れるようになったことで，中堅大学でもその一部（用語
など）が知識問題として出題されるようになった。しか
し，高度な発展的内容からの出題は量的には少なく，や
はり重要なのは基本的な内容をきちんと理解させること
であると思われる。また，新課程内容については，やは
り「遺伝子」の内容をどこまで扱うかがポイントとなる
だろう。あまり詳しく扱いすぎると，生徒は消化不良と
なり，費やす時間も多くかかりすぎるので，生徒の現状
に合わせた指導内容の吟味が重要となる。さらに，近年
の入試の出題状況を十分に分析して，担当している生徒
の志望する大学の入試によく出題される内容を重点に指
導し，出題されない内容についてはあまり深入りしすぎ
ないようにしたい。そして，新課程内容のうち，これま
であまり出題されていない「発生」および「神経」の内
容については，今後の入試の出題状況により，扱う内容
を吟味することになるであろう。
　また，「遺伝」は教科書での扱いは少なくなっている
が，旧課程の頃と同様の内容まで扱い，演習も積ませて
おきたい。特に伴性遺伝については，その知識が必要と
される問題が出題されており，十分な演習が必要である。
　このように，学習する分量が多く，内容も深いため，
指導には多くの時間が必要となる。これを４単位という
限られた時間内で指導するためには，上述したように，
教科書に記載された内容をどの程度まで教えるかを吟味
し，入試の出題状況をふまえたうえで，各分野をバラン
スよく扱うことが重要となるだろう。
　入試の鍵となるのは考察問題と論述問題である。考察
問題では，まず，じっくり考えさせて解かせ，そのもと

出題例９
東京大

出題例10
藤田保健衛生大（医）
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で問題を解くのに必要な知識や，与えられた図や表の解
釈のしかたなどをきちんと解説するようにしたい。論述
問題は，添削指導を通して生徒の書いた答案に対し，ど
こがどのように誤っているのかを的確に指導するように
したい。論述問題は大きく得点差がつくところであるの
で，その十分な対策が不可欠である。

榊原　隆人（さかきばら・たかひと）
　授業では，卒業生・現役生のセンター講座から
ハイレベル講座，および医進個別指導を担当する。
教材では，生物基礎センター試験対策テキスト（夏
期・冬期講習，大学受験科通年テキスト），高１・
２ 夏期・冬期講習テキスト，および生物記述論述
添削の作成を担当する。また，模試では，生物基
礎全統マーク模試および全統記述模試の作成チー
フを務め，名大入試オープンの作題も担当してい
る。
著書：  「生物基礎 早わかり一問一答」

（KADOKAWA），
　　　「生物 早わかり一問一答」（KADOKAWA）， 
　　　 「2017センター試験対策問題パック生物基 

礎」（河合出版・共著）
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